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コスモパーク加太債務保証問題

県と土地開発公社の関係は、
法的には別組織だが、県が
100％出資して設立している
法人であり極めて密接な関係
にある。
当時は、今のような経済情

勢は誰も想像したわけでなく、
金融機関は県と公社は一体で
あるとの認識のもと県の保証
なしに融資したものと考える
が、今回の債務保証問題につ
いて、県としては金融機関に
も一定の責任があると考え、
県民が不当な損害を被らない
ように、三者がそれぞれ相応
に負担を分かち合い協調する
ことで解決したいと考えてい
る。
仮に交渉が合意に至らず6

月末の償還期限を迎えた場合
は、いろいろな手法を視野に
入れ、引き続き鋭意交渉して
いく。

グリーンピア南紀

グリーンピア南紀はすばら
しい施設であったが、赤字が
どんどん累積するという中で、
非常に苦しい選択であったが
清算することを決定した。今
般、地方裁判所において、県
と地元の２町が債務を負担す
るべきであるとの調停案が示
されたので、県は、それに基
づき対応することに至った。
跡地利用については、那智

勝浦町・太地町が年金資金運
用基金から施設管理を受託し、
野球場、テニスコート、園地
等について住民に開放してい
く方向で協議している。

平和行政の取り組み　

我が国は、恒久平和を国是
としているが、最近の不穏な
世界情勢をみると、「危機管
理」について定めていないの
は適切でないと思う。今般、
有事三法が成立したが、今後
は、有事法施行後１年以内に

検討することになっている国
民保護法制の整備に向け、県
民が十分に保護されるような
ものになっていくよう関係機
関に要請していこうと考えて
いる。

関西国際空港問題
関空に対する県の取り組み

米国同時多発テロ以降、イ
ラク戦争、SARSの流行など
の影響も加わり、関空の航空
需要は極端に低迷している。
構造的なハンディキャップ解
消のため、3月に経営改善計
画が出され、国も90億円の投
入を決めた。また、特に、こ
の度初めて民間から社長が登
用されたことで、その経営手
腕に期待しているところであ
る。
県としては、羽田行きのシ

ャトル便や国内線減便の問題、
高い着陸料や連絡橋・駐車料
金など具体的な課題解決のた
めに、国に対し、国策空港と
しての更に大きな支援を求め
ていく。

新型肺炎（SARS）対策

幸いなことに、SARSはこ
のところ外国においてもやや
症例が減少し、県内では感染
を疑われる者の報告はないが、
依然として油断できない。
県では、相談窓口を各保健

所に設け、24時間体制で対応
したり、情報提供及び啓発活
動をおこなっている他、緊急
時の整備対策として、発生時
に患者を搬送するためのアイ
ソレーター搭載搬送車輌の購
入、菌が外に出ないための陰
圧装置などの整備を行った。
今後も、「危機管理」に万全
を期していく。

前立腺
せん

がん検診　

前立腺がんの検診と治療に
ついては、専門家間で様々な
意見・見解があるが、県とし
ては、速やかに情報を収集し、

市町村にも情報提供して意見
を聞く中で、検診の普及や市
町村での検診導入について検
討していく。

准看護師の看護師移行教育

准看護師の中で、看護師移
行を望む声が高まっており、
県は看護教育の重要性という
観点からも看護師受験資格を
取得するため、2年制通信課
程導入に向け関係機関と協議
を進めたい。
最初は、全国で8カ所程度

しか補助金が出ないことや教
員の確保など難しい問題もあ
るが、受講希望者の調査等を
し、来年度か、再来年度を目
指して検討していく。

環境立県和歌山に向けた提言　
先陣をきる政策

地球温暖化対策は、CO2吸
収源対策と排出量の抑制の両
面を適正に行うことが重要で
ある。県は、排出源対策の第
一歩的な活動として、本年度
は家庭における省エネモデル
実践活動に取り組んでおり、
この成果を広く普及啓発して
いきたい。今後、京都議定書
の発効などにより、CO2排出
権取引などの動きが具体的に
なると予想されるが、それま
でに我々が、いろいろな知見
を蓄えておくことが非常に大
事なことと考える。和歌山県
は「緑の雇用事業」や世界遺
産登録などで全国的にも環境
を大事にする県とのイメージ
が浸透してきており、このよ
うな取り組みを積極的に進め
ることが重要である。

ミカン消費拡大に全力を　　

県では、消費拡大に向けマ
スメディアでのＰＲやアンテ
ナショップ、農林水産フェア
の開催の他、発がん抑制効果
があると言われるミカンの機
能性に着目し、新たな視点か
らの消費拡大に努めている。

今後は、食の改善と学校教育
を連携しながら、消費拡大に
全力をあげていく。

「紀州木の国」
世界遺産登録後の景観保全

県では、平成13年度から
「緑の雇用事業」を活用して
熊野古道・高野山町石道など
の世界遺産登録周辺森林につ
いて、見晴らしの悪い箇所や
荒廃した森林などの景観保全
に取り組んでいる。今後は、
伐採後、植栽されずに放置さ
れている箇所に広葉樹を植栽
し、自然環境豊かな森林づく
りを進めていく。

農業再生
就業支援・販売戦略

現在、県では、「緑の雇用
事業」を推進しているが、本
年度は、都市の人などが、主
に農地の賃貸借等により所有
者に代わって農業生産をする
「新たなつくり手」施策に取
り組んでいる。その支援策と
して、遊休農地を活用した農
地の提供や技術の習得、地域
への定着などについて、和歌
山版「農業をやってみよう」
プログラムで検討を進めている。
また、時代に即応した販売

戦略として、インターネット
での販売や、首都圏でのソフ
トアンテナショップへの参加
などを支援していく。

東南海・南海地震対策
「命の道」となる高速道路の整備

都市の人を中心に田舎の高
速道路は要らないという声が
あるが、県が発展していくた
めには、高速道路の南進は欠
かせない。
時あたかも東南海・南海地

震の問題が出て、国道42号だ
けでは住民の命は守れないた
め、防災面でも高速道路整備
が大事である。このため、7
月に東京でシンポジウムを開
催し、その必要性を広く訴え
ていきたい。

本年11月実施の
「学力診断テスト」

学校週5日制のもと、新し
い学習指導要領が実施される
中で、児童生徒にどの程度学
力が定着しているかを把握す
るため、県内全ての小・中学
校を対象に行うものである。
その分析結果を基に学力の向
上を目指した行政施策を総合
的に行っていく。

海洋型レジャー事業の取り組み　
ナショナルトレーニング

センター誘致　　　　

和歌山は、海洋として非常
にすばらしいものがあり、日
本セーリング連盟からも、
風・波・海流等自然条件や交
通アクセスの利便性において
も抜群との評価をいただいた。
海洋型レジャー事業の看板と
して、７月に世界の英雄ラッ
セル・クーツ氏が来県し、記
念のヨットレースなどのイベ
ントが開催されることも和歌
山の海の魅力を広く内外に発
信する絶好の機会であり、工
夫を凝らして、そのポテンシ
ャルを力強くアピールしたい。
誘致についても、実現に向け
関係機関に最大限の働きかけ
をしていく。

エコポリス体制、活動内容　

増加する産業廃棄物不法投
棄等悪質な環境犯罪から県民
の生命、身体を守るため警察
本部に「エコポリス」体制が
ある。環境犯罪の中でも特に
悪質な県民の健康を直接脅か
す有害物質にかかる事犯、行
政指導を無視して行われる事
犯、暴力団が介在する事犯な
どに重点を置いて活動してお
り、今後とも、関係者の協力
を得ながら取り締まり強化及
び犯罪の未然防止に努めてい
く。
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知事あいさつ（要旨）
地方分権の推進
国で検討されている地方分権改革は、国と地方

における役割のあり方の議論を基に推進されるべ

きで、地方税財政制度においても、国庫補助負担

金・地方交付税・税源移譲のあり方について、文

字通り、「三位一体」の改革とすることが重要であ

り、経済財政諮問会議のいわゆる「骨太の方針第3

弾」の審議動向を注視しながら、地方主導の改革

となるよう国に対し機会をとらえて働きかけてい

きます。

最近の県政の主な動き
去る4月21日に「新ふるさと創り特区」が構造

改革特区第１弾認定を受けたところであり、これ

により都市から地方への人口の逆流動を起こす

「新ふるさと創り」を推進していきます。また、

「緑の雇用事業」と農業分野への展開を支援するた

め和歌山版「農業をやってみよう」プログラムの

提案、県産品の販路開拓を目指して首都圏・関西

圏などで「和歌山フェア」を開催し和歌山ブラン

ドの定着を図っています。この他「ＩＴビジネス

モデルの実現」「新型肺炎対策」「東南海・南海地

震対策」「道路網整備促進」「市町村合併」「コスモ

パーク加太対策」などについても県政の重要課題

と位置づけ重点的に取り組んでいます。

可決された議案等
議案は、知事提出の予算案件3件、条例案件7件、

人事案件2件、その他の案件5件が提出され、いず

れも原案どおり可決・同意されました。

請願は、1件が新規受理され、継続審査すること

になりました。

意見書は、3件が提出され「三位一体の改革に関

する意見書」・「東南海・南海地震に備えた近畿自

動車道紀勢線の整備促進に関する意見書」の2件が

可決されました。

質疑及び一般質問は、15人の議員が登壇し県政

の諸問題について活発な論議がされました。主な

質問と、これに対する知事や関係当局の答弁要旨

は次のとおりです。（要約抜粋）

平成15年度県一般会計補正予算、県税条例の一部改正条例、債務額
確定調停などの案件を可決 会期　6月13日から7月1日までの19日間
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「女性総合政策研究塾」受講生
地域の活性化のため、県内外の
成功事例を調査･研究し、新し
いふるさとづくりを考える
時 9月20日、10月4･11日、11
月29日、12月13日、1月24日、
2月14日(いずれも土曜日10:00
～16:00)及び県外調査1回
場和歌山ビッグ愛(和歌山市)
対県内在住で20歳以上の女性
定 30人
申所定の申込用紙に論文(1,600
字程度)を添付して8月22日まで
に県男女共生社会推進センター、
各振興局県民行政部総務課
問申込先(県男女共生推進セン
ターt073(435)5245)

県シニアマイスター登録者
対人生経験で培った知識や技術
等を持つ県内在住の60歳以上の
方で、その分野でおおむね5年以
上の経験･実績があり、他者にそ
れを伝える意欲･熱意のある方
分野 伝統･伝承、歴史･民俗、
農林漁業、趣味･娯楽、スポーツ、
情報通信等
申所定の申込書で8月29日まで
に県庁長寿社会推進課、各振興
局健康推進課、各市町村役場
問申込先

こころの健康講座
「セルフケアを通して、生きな
おしを考える」講師:播磨靖夫氏
時 9月29日(月) 13:00～15:00
場和歌山ビッグ愛(和歌山市)
定 100人(先着順）
申 電話又はFAXで住所、氏名、電
話番号を9月19日までに県精神保
健福祉センターt073(435)5194
FAX073(435)5193
問申込先

ガイドヘルパー養成研修
対現在ホームヘルパーとして従
事している方、ホームヘルパー
養成研修修了者、介護福祉士
時･場
重度視覚障害者研修課程

和歌山市＝10月14～16日
和歌山市(1･2級ヘルパー、介護
福祉士専用)＝10月28～29日
田辺市＝11月18～20日
重度脳性まひ者等全身性障害者

研修課程

和歌山市＝10月14･23･24日
定各40人　抽
申 8月25日までに各市町村役場
問県庁障害福祉課

要約筆記奉仕員養成講座
耳で聞いた情報を書き留め、聴
覚に障害のある方に伝える
時 9月9日～11月25日の毎週火
曜日 13:00～16:00(計11回)
場県身体障害者総合福祉会館
(和歌山市)
費 1,000円(テキスト代)
申･問要約筆記会

山田 t073(445)0881
※9月9日会場受付可

障害者パソコンボランティア
派遣希望者

対障害者の方で、自宅でパソコ
ン操作を指導してほしい方
養成講座受講希望者

時 ①9月20･21日②10月18･19日
③11月15･16日 ※いずれも土･
日曜日2日間の受講必要
対障害者の方の自宅でパソコン
操作を指導するボランティア活
動希望者
申･問 県身体障害者連盟t073
(423)2665  FAX073(428)0515

生活教養講座(木曜教室)
衣食住に役立つ基礎知識を習得
時 9月11日～11月13日の毎週

木曜日 13:30～15:30
場県消費生活センター(和歌山市)
定 50人(先着順)
申･問 電話で9月9日までに会場
t073(433)1551

「ものを大切にする心」を育て
る運動推進ポスターコンクール
省資源･省エネ、リサイクル等
の実践を呼びかけるポスター
規格 四つ切り画用紙で1人1点
対県内在住の小･中学生
申 9月30日までに各学校で取り
まとめ県庁県民生活課
問申込先

交通安全ファミリー作文
テーマ「我が家の交通安全」
規格 400字詰め原稿用紙で、小･
中学生は3枚以内、一般は5枚以内
申住所、氏名、年齢、電話番号、
学校名(所在地)･学年又は職業を
記入し、9月10日までに(社)日本
交通福祉協会〒101-0021東京都
千代田区外神田2-2-17 共同ビル
問申込先t03(3255)2081

金融広報バス教室
貸切バスで日本銀行大阪支店、
大阪造幣局を訪問
時 10月17日(金)8:20県庁正面
対県内在住の15歳以上の方
定 42人 抽
費無料(昼食は各自持参)
申往復ハガキ(1枚に2人まで)に
住所、氏名(ふりがな)、年齢、職
業、性別、電話番号を記入し、8
月30日までに県庁県民生活課
「金融バス」係
問申込先

危険物取扱者保安講習
時･場9月9日(火 )、10 (水 )、
11日(木)＝県民文化会館(和歌山市)、
9月18日(木)＝東牟婁総合庁舎
(新宮市)、9月19日(金)＝紀南文

化会館(田辺市)、9月24日(水)、
25日(木)＝東燃ゼネラル石油(株)
和歌山クラブ(有田市)
対危険物製造所等で危険物取扱
作業に従事している方で、前回
講習受講後3年以内の方
申 8月19～21日に県庁消防防
災課、各振興局地域行政課、有
田市消防本部へ来所
問県庁消防防災課

初級スポーツ教室
時 10月5日～12月22日
場県体力開発センター(和歌山市)
費 5,500～8,000円(保険料込)
申幼児･児童＝往復ハガキに希
望教室名、住所、氏名、年齢(生
年月日)、学年、保護者名、電話
番号を記入し、8月30日までに
会場〒640-8392和歌山市中之島
2252  ※1人1教室につき1枚
成人＝9月7日9:00から会場受
付(先着順)
問会場t073(431)7173

県優良土産品推せん審査会出品
対県内で製造･加工された土産品
全般(製造販売1年以上のもの)
申所定の申請書で9月8～10日
に各振興局地域行政課(和歌山
市内は市観光課)
問申込先、県庁観光交流課

県立医大看護短大部公開講座
テーマ「毎日の生活を見直そう」
時･場 9月13日(土)＝医大看護短
大部(和歌山市) 
9月27日(土)＝御坊商工会館(御坊市) 
10月18日(土)＝佐野会館(新宮市)
※いずれも13:30～16:00
申ハガキ、FAXに希望日、住所、
氏名、電話番号を記入し、医大
看護短大部〒641-0011和歌山
市三葛580 FAX073(446)6720
問申込先t073(446)6700

健康講座「腎臓病について」
時 9月5日(金) 13:30
場高野口町産業文化会館
定 50人(先着順)
申 電話又はFAXで住所、氏名、電
話番号を県立医科大学事務局総務課
「健康講座」係 t073(441)0710
FAX073(441)0713
問申込先

北方領土返還要求運動の標語
ハガキ又はＥメールで住所、氏
名、年齢、性別、電話番号、職
業を記入し、9月30日までに北
方領土問題対策協会〒102-
0094東京都千代田区紀尾井町
6-26-3 上智紀尾井坂ビル
hok_tok@hoppou.go.jp
問申込先t03(3263)7691

自動車リサイクル法説明会
自動車解体業･破砕業の許可基
準等についての説明会
時 9月24日(水) 13:00～15:30
場和歌山市民会館
定 1,400人(先着順)
申ハガキ、FAXに住所、氏名、
電話番号、参加人数を記入し、
近畿経済産業局環境･リサイクル課
〒540-8535大阪市中央区大手前
1-5-44 FAX06(6966)6081
問申込先t06(6966)6018

各振興局代表電話 海草 県庁代表と同じ　那賀 0736(63)0100 伊都 0736(34)1700 有田 0737(63)4111 日高 0738(22)3111 西牟婁 0739(22)1200 東牟婁 0735(22)8551

3歳児と親 火 20
体操 4～6歳児 月 各

小学1～6年生 月 30
1～3歳児と親 金
4～6歳児 木 各水泳
小学1～2年生 土 50
小学3～6年生 日

体操
レディースアスレ 各
ティック 30

水泳 レディーススイミング 月 50
アスレティックナイト 月 各

体操
アスレティック＆アクア 木 30
リズムエクササイズ 金 25
アスレティックシルバー 月・木 各

水中 アクアシルバー 金 30
体操 アクアエクササイズ 月 40
水泳 ナイトスイミング 土 50

対象 種別 教室名 曜日 定員

成
人
男
女

成
人
女
性

幼
児
・
児
童

月・火
木
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障害者居宅介護従事者の資格
要件証明書の交付について
障害者居宅介護サービスを充実
させるため、ホームヘルパー等
養成研修を修了していなくても
資格要件に該当する方に居宅介
護従事者の証明書を交付します
対 平成15年3月31日現在で障
害者の居宅介護に従事している
方、もしくは今後従事予定で9
時間以上の実務経験を有する方
申 所定の申請書で8月1日～平
成16年2月27日に事業所の所在
する市町村役場
問 県庁障害福祉課

介護支援専門員の皆さんへ
皆さんが日常業務の中で抱えて
いる課題や悩みを解消するため
「ケアマネジャー・サポートセ
ンター」を開設しましたので、
気軽にご相談ください。
月～金曜日 10:00～15:00

専用　t080(5718)3021

保育士の登録について
児童福祉法の一部改正により、
現在保育士として業務を行って
いる方は、平成18年11月28日
までに、都道府県に登録申請し、
「保育士証」の交付を受けなけ
ればなりません。また今後、保
育士業務を行う見込みのある方
は、業務に就くまでに登録をし

ておく必要があります。
※登録をしなくても資格は失いません。
問 県庁子育て推進課

児童扶養手当、特別児童扶養
手当受給者の皆さんへ
8月1日～9月1日に、お住まい
の市町村へ「現況届(所得状況
届)」を提出してください。提出
がないと、8月分以降の手当は
支給されません。
問 各市町村役場、各振興局健康
福祉部、県庁子育て推進課、県
庁障害福祉課

住宅金融公庫融資ご利用の方へ
収入の減少等により返済に不安
を感じている方は早めにご相談

ください。※土曜日も可
問 住宅金融公庫大阪支店返済相
談室t06(6281)9284

紀州備長炭の生産者、流通・
販売業者の皆さんへ
県木炭協会
が発行する
紀州備長炭
証明シール
を貼った商
品のみ国内線での航空機輸送が
認められています。せっかくの
お土産が機内に持ち込めないと
いうトラブルを防ぐためにも、
シールの貼付(審査･発行 1枚2
円)をお願いします。
問 県木炭協会t0738(42)0017

優秀映画鑑賞会
時･内容
9月13日(土) 13:00～「長靴を
はいた猫」、「次郎物語」
9月14日(日) 13:00～「ぼくら
の七日間戦争」、「野菊の墓」
場 県立図書館(和歌山市)
定 250人(先着順）
費 大人500円、小中高校生300円
問 実行委員会(図書館文化情報
センター内)t073(436)9530

和歌山矯正展
イベントと作業製品の展示即売
時 9月6日(土) 10:00～16:00

7日(日) 10:00～15:00
場 和歌山刑務所(和歌山市)
問 会場t073(471)2351

大学入学資格検定
時 11月15日(土)･16日(日)
場和歌山ビッグ愛(和歌山市)
願書受付 9月16～29日
願書配布･問 県教育委員会県立
学校課

県育休任期付職員採用
育児休業取得中の職員の代替職
員として勤務(任用期間はおおむ
ね8カ月以上3年未満)
時 9月28日(日)
場県立和歌山東高校(和歌山市)、

県立田辺工業高校(田辺市)、県
立新宮高校(新宮市)
試験区分･採用予定人数
①一般事務4人程度、②社会福
祉(心理判定員)、③薬剤師、④
保健師 ②～④各1人程度
勤務場所 ①和歌山市･海南市･海
草郡、②③和歌山市、④新宮市
受験資格 昭和22年4月2日～昭
和60年4月1日に生まれた方
（②は～昭和56年4月1日）
※人事委員会が同日に実施する他
の試験と重複申込みはできません
申込書配布 県人事委員会事務局、
県パスポートセンター、各振興
局県民行政部総務課等

申郵送＝8月22日～9月5日
持参＝9月1～5日に県人事委員
会事務局
問申込先t073(441)3763

職業訓練指導員
時 10月19日(日) 9:00～
場県立和歌山高等技術専門校
(和歌山市)

申 9月5～17日に県庁雇用推進室
問申込先

行政書士
時10月26日(日) 13:00～
場 和歌山ビッグホエール(和歌山市)
願書配布 8月1～29日に県行政

書士会、県庁市町村課、各振興
局地域行政課
問 (財)行政書士試験研究センター
t03(5725)7460

液化石油ガス設備士
時･場 筆記＝11月9日(日) 県勤
労福祉会館(和歌山市)
技能＝11月23日(日) 農協物流
わかやま(海南市)
願書配布 県庁消防防災課、各振
興局地域行政課
申 8月25日～9月5日に和歌山
県液化石油ガス試験事務所
問申込先t073(475)4740

和歌山県歯科衛生士専門学校
対高卒(見込)以上の女子 40人
願書受付 推薦＝9月10日～10
月8日、11月12日～12月10日
一般＝2月12日～3月4日
問同学校t073(431)8616

高圧ガス製造保安責任者
高圧ガス販売主任者
時 11月9日(日) 9:30～
場県立星林高校(和歌山市)
願書配布 県庁消防防災課、各振
興局地域行政課
申 8月25日～9月5日に高圧ガ
ス保安協会和歌山県試験事務所
問申込先t073(432)1896

「聞きわけがない」、「人見知りが激しい」と
いった性格のことや、身体のこと、食事のこと、
生活習慣のことなど、日々の子育ての中で、ち
ょっと気になることや悩みは誰にもあるもので
す。そんなとき、県や市町村の相談窓口のほか、
「子育てサポートルーム」があることを知って
おいてください。
「子育てサポートルーム」は、保護者の方が

お子さんといっしょに乳児院へ体験入所するも
ので、その中で看護師や保育士などの専門職員
から個別的・具体的なアドバイスを受けること
ができます。
子どもにも当然、人間らしく生きる、誰にも

侵すことできない権利＝人権があり、それを侵
害する最たるものが児童虐待です。小さな悩み
が積み重なって虐待につながる場合があります。
どんな小さなことでも、一人で悩んでいないで
気軽にご相談ください。

育児で悩んだら「子育てサポートルーム」へ
体験することで子育てのコツをつかみましょう

「人権の詩(こころのうた)」募集
人権をテーマにした詩を募集します
※内容に合った題名をつけてください。詩の長短は自由。
※一般･中学生･小学生以下の各部門ごとに、知事賞1名(賞
状･副賞3万円(高校生以下は図書券))等を贈呈。
対 県内に在住･勤務･通学している方
申 郵便、FAX、Eメールに作品と住所、氏名、年齢、勤務先
(学校名・学年)、電話番号を記入し、9月12日までに県人権
啓発センター〒640-8319和歌山市手平2-1-2 和歌山ビッグ
愛2階　FAX073(435)5421 Eメール mail@w-jinken.jp
問 申込先t073(435)5420、各振興局県民行政部総務課

子育てサポートルーム
対象 3歳未満の子どもとそ

の保護者
内容
・児童福祉施設「和歌山乳
児院(和歌山市)」で行わ
れる育児･保育に参加し、
授乳や食事、遊び、関わ
り方等を体験

・健康や発達、その他子育
てに関する個別相談

費用 無料(但し、保護者の飲食費は自己負担）
申込･問合先 和歌山乳児院t073(479)1191

県庁子育て推進課

※和歌山乳児院は、家庭の事情により子どもの養育が困
難になったとき、家庭に代わって子どもを養育する施
設です。

旧軍毒ガス弾等による被災事故の防止を図るため、8月22日までに、できるだけ具体的な情報提供をお願いします
いつ、どこで、どのような毒ガス弾等(種類・形状、量)が、保管･処理･廃棄･発見され、その後どうしたか、

また、どのような被災にあったか等の情報をお知らせください
連絡先 県庁環境管理課　t073(441)2688 FAX073(441)2689

個人事業税(前期分)の納期限は9月1日です

問 各振興局税務課(海草は税務部事業税課)

人権フォトコンテスト2002
久山靖夫さん（和歌山市）

『人権に関する県民意識調査』にご協力を！
8月下旬頃、県内在住の20歳以上の方3,000人(無作為抽出)
に調査票を郵送しますので、ご協力をお願いします
問 県庁人権施策推進室

旧軍毒ガス弾等に関する情報提供のお願い

人権相談 8月スタート
人権に関するさまざまな問題や悩みについて、気軽にご相談ください

電話相談(人権ホットライン) t073(421)7830
ナ ヤ ミ ゼ ロ

毎週月～金曜日 9:00～16:00(祝日、年末年始を除く)

弁護士相談(面接相談)※要予約
毎月第2・4木曜日13:00～16:00(祝日の場合その翌日) 
予約・問合先 和歌山県人権啓発センターt073(435)5420



夏だ! 
アロハサーフィン教室
海に入るまでの基本を学ぶ
日程 9月6～7日(1泊2日)
会場紀北青少年の家

(かつらぎ町)
対象高校生～一般 20人 抽
費用 3,500～4,000円
申込電話、FAX、ハガキ
で8月22日までに会場

野外レストラン
(料理教室)

日程･メニュー
①9月13日(土)＝ざるそば
②9月27日(土)＝パエリア
会場紀北青少年の家

(かつらぎ町)
定員①50人 ②60人　抽
費用 500～1,000円(材料費)
申込 電話、FAX、ハガキで
開催日の5日前までに会場

感動体験
スキューバダイビング
日程9月13～14日

(1泊2日)
会場白崎青少年の家(由良町)
対象中学生～一般 20人 抽
費用12,200～12,770円
申込電話、FAX、ハガキ
で9月4日までに会場
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一乗閣は、明治30年に建設された和風建築の
議事堂で、現在、岩出町・根来寺境内に移築さ
れています。
県では、紀ノ川沿いに点在する文化遺産を

「紀ノ川緑の歴史回廊」として観光ルート化し、
一乗閣をその拠点施設として平成16年度から3
カ年をかけて修復整備することとしています。
これを受け、募金を集めてこの事業を支援し

ようと、県議会議長をはじめ、一乗閣にゆかり
のある方等が中心となって「緑のサポーター」
募金推進会が発足しました。多くの皆さんのご
協力をお願いします。

紀陽銀行県庁支店　普通353938
「緑のサポーター」募金推進会

募金の
振込先

募 金 期 間 平成16年6月30日まで
問い合わせ 推進会事務局(県庁文化国際課内) 

t073(441)2056

ハガキ・FAXで申し込む場合
参加者全員の住所、氏名、年齢(学
年)、電話番号、保護者名、希望講
座名を記入してください。

申込・問合
紀北青少年の家 〒649-7112かつら
ぎ町中飯降1317-3 t0736(22)5530
FAX0736(22)5531
白崎青少年の家 〒649-1123由良
町大引961-1 t0738(65)2351
FAX0738(65)2352

【音楽・演劇など】

●和歌山県謡曲流友会 謡曲大会
日時9月6日(土)13:00～17:00
場所県民文化会館(和歌山市)

●紀の国やっちょん祭り
日時9月6日(土)～7日(日) 

14:00～
場所伊都郡･橋本市内特設会場

●那智勝浦吹奏楽団 定期演奏会
日時9月7日(日) 19:00～20:30
場所那智勝浦町観光会館
入場料 一般500円

高校生以下300円

●田辺合唱連盟 紀南合唱祭
日時9月7日(日) 13:30～16:00
場所紀南文化会館(田辺市)

●マリンバアンサンブル
WAKAYAMAコンサート

日時9月7日(日) 14:00～16:30
場所県民文化会館(和歌山市)
入場料 一般1,300円

小中高生700円

●劇団華岡青洲「華岡青洲の妻」
日時9月8日(月) 14:00～16:00
場所打田町保健福祉センター

●和歌山文化協会 名月に舞う
日時9月11日(木) 18:00～
場所県立近代美術館前庭園

(和歌山市)

【展覧会・文芸など】

●花のきらめき展（いけばな展）
日時9月11日(木)～14日(日) 

10:00～16:00
場所県民文化会館(和歌山市)

●物語られた世界～歴史と文学
和工専教官による公開講座
日時9月13日(土) 

13:30～16:30
場所御坊市中央公民館

●和歌山川柳大会
日時9月14日(日)

10:00～17:00
場所紀南文化会館(田辺市)

名前を調べる会と
工作教室

植物や昆虫、貝類、岩
石などの名前調べと木
や竹を使った工作
※事前申込は不要
日程 8月24日(日)

10:00～15:30
会場 海南市市民会館
費用 無料(材料費が必
要なもの有)

家族で体験
夜の水族館

日程 ①9月6～7日 ②9
月20～21日 ③9月27
～28日(すべて土･日曜
1泊2日、初日の14時集合)
会場 自然博物館(海南市)
対象 3歳以上の子ども
とその家族
各回30人 抽
費用 1人2,000円(食費等)
申込 往復ハガキに行
事名及び参加希望日と
全員の住所、氏名(ふ
りがな)、年齢、電話
番号を記入し、8月23
日までに会場

魚にエサをやろう②

日程 9月15日(祝)
14:00～16:30

会場 自然博物館(海南市)
定員 20人 抽
※小学4年生以下の場
合は保護者の同伴必要
費用 入館料＋103円
(保険料)
申込 往復ハガキ又はE
メール(esa@shizenha
ku.wakayama-c.ed.jp)
に行事名と全員の住所、
氏名(ふりがな)、年齢、
電話番号を記入し、9
月1日までに会場

申込・問合
県立自然博物館
〒642-0001
海南市船尾370-1
t073(483)1777


